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建 設 委 員 会 資 料 

都市基盤部道路・公園管理担当 

 

 

東中野駅西口の桜に関する樹木診断の状況について 

 

 

東中野駅西口の桜に関する樹木診断の状況について、次のとおり報告する。 

 

１.樹木診断について 

(１)調査対象樹木    ３９本 

(２)診断実施日      

・外観診断 平成２８年１１月１５～１７日、１２月６日・８日 

・精密診断 平成２８年１２月６日・８日 

(３)樹木診断委託請負者 箱根植木(株) 

(４)診断結果 現在、診断結果をとりまとめているところであり、報告書がまとまった 

段階で、議会へ報告のうえ、説明会を開催する予定である。 

 

２．診断内容 

(１)外観診断 樹勢、樹形、腐朽、空洞、病害、虫害、生育地の周辺との関係や影響 

(２)精密診断 樹木診断機器を使用して根株内部の腐朽や空洞を測定 

これらを総合的に判断して４段階で評価する。 

 

 

 

 

 

総合判定 処置の方針 

Ａ 健全か、健全に近い。 

 

必要なし。 

Ｂ１ 注意すべき被害が見られる。 

 

長期での観察を行う。 

Ｂ２ 著しい被害が見られる。 短期での観察を行う、 

必要に応じて伐採。 

Ｃ 不健全。 伐採。 

 


